
「地域振興」校外学習（ジオパークの魅力と島根の石材）

９月２４日（金）・１０月８日（金）２回にわたって、総合学科３年（地域系列）「地域振興」の授業を「来待

ストーン」で実施しました。１回目は「石のトンネル」「来待石採石場跡」「ミュージアム」の見学、２回目は、

体験工房で「来待石の彫刻体験」をしました。「島根半島・宍道湖中海ジオパーク」と松江市の誇れる石材である

「来待石」に関する知的理解と体験を通して、その魅力を十分に感じることができました。

＜「石のトンネル」を抜けて「来待石採石場跡」へ＞

＜「来待石採石場跡」から「来待ストーンミュージアム」へ＞

＜来待石が採れる「大森－来待層」で産出された世界的に貴重な「パレオパラドキシア」の模型＞

１０月初旬、島根県で（リモート）開催された「日本ジオパーク全国大会」に向けて「企画展」が開かれていま

した。古川学芸員さんからわかりやすく解説していただきました。



２回目は「体験工房」で・・・

＊「モニュメント・ミュージアム 来待ストーン」の学芸員の方々、大変お世話になりました。


